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背景 

Lactobacillus reuteri DSM17938は疝痛をコントロールできることが示され

ているが、相反する様々な結果あるために本当に効果あるのか定まってい

ない。 

 

目的 

個々の患者のメタアナライシスによって、 L reuteri DSM17938 が疝痛のあ

る乳児の啼泣と／または不機嫌な時間を短縮するのに効果があるのか、そ

して効果が食事のタイプによって変化するのかを明確にするために解析

した。 

 

データ元 

オンラインデータベース（ PubMed, Medline, Embase, 看護の累積目録、一

連の健康文献、効果のレヴューの要旨、 Cochrane）、 e-abstracts、臨床試

験登録を調べた。 

 

研究選択 



疝痛のある乳児に経口的に L reuteri DSM17398 とプラセボの二重盲検無

作為コントロール試験（2017年 6月出版）を行い、21日で啼泣と／また

は不機嫌の期間を短縮できた試験があった。 

 

データの抽出 

多平面全般的な線形混合影響回帰モデルで同時にモデル化された研究か

ら、我々は個々の参加者生データを集めました。 

 

結果 

345名の疝痛乳児（174名がプロバイオチックで 171名がプラセボ）乳児

で 4つの二重盲検試験が含まれている。プロバイオチック群はプラセボ群

よりすべての時点で啼泣と／または不機嫌の時間が短かった（ −25.4 [95% 

confidence interval (CI): −47.3 to −3.5]。介入効果が母乳時で劇的であった。

21日間で治療を必要とした数は 2.6 [95% CI: 2.0 to 3.6]であったが、人工乳

の乳児では有意差はなかった。 

 

限界 

疝痛のある人工乳児に対して結論するにはデータが不十分であった。 

 

結論 

L reuteri DSM17938 は疝痛のある母乳児には効果的であり、



勧められる。疝痛のある人工乳児における L reuteri DSM17938 の効果

についてはさらなる研究が必要である。 

 

 



 



 

 


